
修士論文（要旨） 

2023 年 1 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ペット飼育が中国の空巣老人の孤独感に及ぼす影響 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導  杉澤 秀博 教授 

 

国際学術研究科 

国際学術専攻 

老年学学位プログラム 

221J5003 

許 嘉佩 



 

Master’s Thesis(Abstract) 

January 2023 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

The Influence of pet feeding on loneliness among life of empty-nesters of China 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Jiapei Xu 

221J5003 

Master of Arts Program in Gerontology 

Master's Program in International Studies 

International Graduate School of Advanced Studies 

J.F. Oberlin University 

Thesis Supervisor: Hidehiro Sugisawa 



 

目次 

第 1章. 緒言 .......................................................................................................................................................................... 1 

1.1 研究の背景 ................................................................................................................................................................. 1 
1.2 先行研究の到達点と課題 ..................................................................................................................................... 2 
1.3 研究の目的と仮説 ................................................................................................................................................... 3 

第 2章 研究方法 ................................................................................................................................................................... 4 

2.1 対象 .............................................................................................................................................................................. 4 
2.2 データ収集方法 ........................................................................................................................................................ 4 
2.3 測定項目 ..................................................................................................................................................................... 4 
2.4 統計解析法 ................................................................................................................................................................. 7 
2.5 倫理的配慮 ................................................................................................................................................................. 8 

第 3章 結果 ............................................................................................................................................................................ 8 

3.1 分析対象者の属性 ................................................................................................................................................... 8 
3.2 ペット飼育の有無が孤独感に与える影響 ...................................................................................................... 8 
3.3 ペットの種類とペットのかかわりが孤独感に与える影響 ..................................................................... 9 

第 4章 考察 .......................................................................................................................................................................... 9 

 

参考文献 

資料 



 1 

第 1章 緒言 

1.1 研究の背景 

中国では、高齢化社会の進展、急速な経済発展による人口移動、少子化・核家族化等に

より、家族の小規模化が急激に進んでいる。それに伴い、「空巣」と呼ばれる高齢者が 2020

年には 1 億 1800 万人に達しており、2030 年には 2 億人を超えると予想されている。「空

巣」とは、子どもが成長して親元を離れ、親だけが家に残っている状態の世帯、また、そ

もそも子どもがいない高齢者の世帯のことである。 

中国では、「養児防老（老後のために息子を育てる）」「多子多福（子供が多いほど幸福

である）」という伝統的な考え方の影響を受けているため、高齢者は子供と一緒に住みた

いという気持ちが強い。そのため、都市部にも農村部にも、孤独感は空巣老人にとって大

きな心理的問題となっている。 

中国では現在、ペットプームが起こっており、ペット飼育者は、2020 年と比べて 2021

年には 8.7％増の 6,844万人になっている。その中で高齢者の割合は 7.5％であった。こ

のようにペットを飼育する高齢者が増加する中で、空巣老人の孤独感を緩和する手段の一

つとして、ペット飼育は効果的であるか否かというのが議論されるようになった。 

 

1.2 先行研究の到達点と課題 

先行研究には以下のような限界がある。第 1に、孤独感は重要な心理的問題を評価する

指標であるが、空巣老人におけるペット飼育の影響については、孤独感に着目した研究が

少ない。第 2に、飼育するペットの種類によって空巣老人の孤独感に与える影響が異なる

可能性があるが、影響の違いを分析した研究はほとんどない。第 3には、ペットの飼育が

孤独感に影響する条件として、愛着などの心理的要因が重要であると考えられるが、この

ような指標を分析モデルに位置付けた研究がほとんどない。第 4には、社会的支援が乏し

い場合にのみペットを飼うことが孤独感に影響するのか、社会的支援の多寡に関係なくペ

ットが孤独感に影響するのか、については研究がほとんどない。 

 

1.3 研究の目的と仮説 

本研究では、中国の 60歳以上の空巣老人を対象として、ペットの飼育の有無、ペット

とのかかわりの内容が孤独感に与える影響を分析する。本研究の仮説は以下の 4 つであ

った。仮説 1 は、ペット飼育の有無によって孤独感に有意な差がある。仮説 2 は、ペット
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の飼育は社会的支援の少ない人の方が社会的支援の多い人よりも孤独感の低下に効果が

ある。仮説 3 は犬を飼っている人は猫を飼っている人よりも孤独感が低い。仮説 4は、ペ

ットとかかわりが強いほど孤独感が低い。 

 

第 2章 研究方法 

2.1 調査対象 

本調査は、中国河南省洛陽市に居住する 60歳以上の空巣老人を対象とした。対象者の

抽出は研究者の個人的なネットワークを利用して行い、結果として 273 人の調査対象者

を抽出した。 

 

2.2 データ収集方法 

調査対象者に対して「問巻星（中国のアンケート作成プラットフォーム）」を用いた web

調査を実施した。調査期間は 2022 年 11 月 15日～30日であった。回答は 273 人から得ら

れ、回答率は 100％であった。 

 

2.3 測定項目 

従属変数として孤独感を用いた。独立変数として、(1)ペットの飼育の有無、（2）ペッ

トとの関係性：①ペット飼育の数、②ペットの種類、③ペットの飼育年数、④ペットとの

接触度、⑤ペットの世話の頻度、⑥ペットの世話に要する時間、⑦ペットへの愛着、（3）

社会的支援、を用いた。調整変数には、①性別、②年齢、③就学年数、④同居者の有無、

⑤就業の有無、⑥月収、⑦健康度自己評価、を用いた。 

 

2.4 分析方法 

仮説 1 については、従属変数として孤独感を、独立変数としてペットの有無、調整変

数をモデルに投入し、重回帰分析を行なった。仮説 2 については、仮説 1 を検証したモデ

ルに社会的支援とペットの有無の交互作用項を投入し、交互作用項が有意か否かを評価し

た。仮説 3 については、ペットを飼っている人のみを取り上げ、従属変数として孤独感

を、独立変数としてペットの種類（犬か、ネコか）、調整変数を投入し、重回帰分析を行

った。仮説 4については、仮説 3 のモデルにペットとのかかわりの変数を投入し、重回帰

分析を行った。分析には統計ソフト SPSS27.0 for Mac を用いた。 
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2.5 倫理的配慮 

本研究は、桜美林大学研究倫理委員会にて承認済み（承認番号 22026）である。 

 

第 3章 結果 

ペット飼育の有無は孤独感に有意な影響はなく、仮説 1 は支持されなかった。ペットの

飼育と社会的支援との交互作用項が有意であったものの、その結果は社会的支援が少ない

人の孤独感の低下をペットの飼育が緩和することを意味しているわけではなく、仮説 2 は

支持されなかった。犬か、猫かによって孤独感に有意な差はなく、仮説 3 が支持されなか

った。ペットとのかかわりに関する変数はいずれも孤独感に有意な影響はなく、仮説 4が支持さ

れなかった。 

 

第 4章 考察 

本研究では、中国の 60歳以上の空巣老人を対象として、ペットの飼育の有無、ペット

とのかかわりの内容が孤独感に与える影響を明らかにすることを目的とした。仮説 1、す

なわち、ペット飼育の有無による孤独感に有意な差があるという仮説については、それを

支持する結果が得られなかった。空巣老人を対象とした既存研究では、ペットを飼育して

いる高齢者はペットがいない高齢者と比較して生活満足度が高いことが明らかにされて

いる。本研究では、孤独感への影響を分析していることから、この指標の違いによってペ

ットの飼育の影響が有意でなかった可能性がある。本研究の結果の妥当性を確認するため

の追試が必要である。第 2の仮説、すなわちペットの飼育が社会的支援の少ない高齢者で

特に孤独感の低減に効果があるという仮説についても、本研究では、これを支持する結果

を得ることができなかった。本研究では、ペットを飼育している空巣高齢者の中で、社会

的支援が低い人では高い人と比較すると孤独感が高い値を示しており、仮説とは逆の結果

であった。これについては、社会的支援が低く、孤独感が高い空巣高齢者では、それを緩

和するためにペットを飼育している、すなわち、孤独感が原因でペットの飼育が結果であ

るという見方ができると思われる。 

第 3 の仮説、すなわち犬を飼っている人は猫を飼っている人よりも孤独感が低いとい

う仮説、さらに、仮説 4、すなわちペットとかかわりが強いほど孤独感が低いという仮説

についても、それぞれそれを支持する結果が得られなかった。ペットの飼育については、

それが心理面でプラスに作用するだけでなく、餌やり、犬の場合には散歩など飼育するこ
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との負担が少なくない。本研究では、ペットの世話、ペットの世話に要する時間も分析モ

デルに入れており、そのことが心理的な負担に影響している可能性があり、孤独感の解消

のプラス面と相殺されている可能性もある。 

本研究の限界と今後の課題については以下の通りである。第 1に、本研究の分析対象

者は執筆者の個人的なネットワークを活用して抽出された人であることから、分析対象

者は空巣老人の代表性ある集団とはいえない。代表性の確保された分析対象者を対象と

した追試を行うことが必要である。第 2に、本研究は横断的研究であり，ペット飼育の有

無と孤独感に関する因果関係をより確実に検証するため、縦断的研究を行うことが必要

である。 
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